
麻薬の匂いがあることをハンドラーに

知らせると、ハンドラーは麻薬探知犬と

遊んであげます。匂いを見つけると遊ん

でもらえるので、麻薬探知犬は一生懸命

匂いを探しています。
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仮置場法の制定

航空貨物通関
情報処理システム
（Air-NACCS）の稼働
航空機の大型化や国際物流の進展により我が国の貿易
量が急激に増大しました。税関において、限られた人員
で迅速、かつ、的確に業務を処理するため、通関業務を
電子化したシステムが初めて導入されました。

税関官制の廃止

太平洋戦争期の貿易の縮小、軍需物質の輸送の必
要性が高まったのを背景に、昭和18年の行政機構
改革により、税関業務は海運局に移管されました。

1912
名古屋税関設置
（大阪税関から独立）

1937
税関官制公布、税関再開
（横浜・神戸・大阪・名古屋・
門司・函館税関の設置）

1953

東京税関設置（横浜税関から独立）
長崎税関設置（門司税関から独立）

第一次世界大戦勃発

第二次世界大戦勃発
日本国憲法公布

1945
終戦

1952

横浜税関本庁舎が連合
国軍総司令部（GHQ）
として接収される。

麻薬探知犬導入

羽田空港開港
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車載型Ｘ線検査装置導入

様々な場所において、貨物のX線検査
が可能になりました。

固定式Ｘ線
検査装置導入

HS条約（商品の名称及び
分類についての統一シス
テムに関する国際条約）に
基づく商品分類を開始

国際貿易においては、国境を越
えて様々な商品が取引されて
いますが、商品の種類によって
適用される関税率が異なりま
す。我が国においては、HS条約
の国際的な商品分類ルールに
基づいた関税率表（関税率の
一覧表）により、あらゆる商品
の関税率が定められています。
関税率表は、通関を担当する税
関職員にとって職務遂行上の
必携アイテムです。
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輸入品に税を課す徴税機関

税関においては、海外から輸入される貨物について

関税及び消費税等を徴収しています。

税関による徴収額（消費税等含む）は、
国税税収の約14.1％（令和2年度で
約9.1兆円）を占め、重要な徴税機関
です。

輸入品に関税が課せられると、その分
だけ輸入コストが増加しますので、国産
品に対して競争力が低下し、関税の国
内産業保護という機能が生まれます。

［ 関税の    つの目的 ］

財政関税 保護関税1 2
2

水際の関所としての取締機関

薬物、銃器を始め、テロ関連物資、知的財産侵害物品等の

社会の安全安心を脅かす物品が国内に流通する前に水際で阻止しています。

2021年の全国税関における関税法違反事件の取締状況

 「世界一安全な国、日本」を築くため、使命を果たしていきます。 

不 正  薬  物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・約1,138kg
銃　　　砲・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1丁
金　地　金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・約27kg
知的財産侵害物品差止数量・・・・約82万点

1912-1988
［
大
正
・
昭
和
］

戦後の経済的混乱に乗じて激化した密輸を取り
締まるため、税関が再開されましたが、職員と施
設の確保は簡単ではありませんでした。貿易秩序
の回復という重要課題を抱える中、外地からの引
揚者の対応及び貿易統計の作成業務もあり、税
関の再開は、苦難と努力を伴うものとなりました。

1991年にはSea-NACCSが稼働し、2003年
にはシングルウィンドウ化するなど、その時代
の行政需要に対応するようにNACCSは進化
し続け、国際物流における社会インフラとして
我が国の貿易発展を支えてきました。

保税工場の前身となる法律で
す。原料を外国貨物のまま加
工し、製品を輸出する「加工貿
易」が可能となりました。我が
国製造業の発展に寄与する
こととなった法律です。日本の
輸出品は、原料から製品へと
移っていきます。

　「税関」に名称が統一されて以来70年間にわたって貿易と港湾に深い関わりを有

していましたが、戦争の影響により一旦はその歴史に幕を閉じることになりました。

　戦争が終結すると、税関がないことで密貿易が横行し、貿易秩序の維持や取締りを

強化する必要から、税関は３年ぶりに再開しました。しかし、業務量の激化と人員不足

により当時の税関職員にとって苦労の連続でした。

　1960年代になると日本は高度成長期を迎え、貿易量が急増しましたが、税関は新

たな制度及びシステムを導入し、迅速通関に対応することができました。また、関税政

策に関する国際協力を通じた貿易の円滑化により、貿易量の拡大がもたらした我が

国の経済成長を外国との玄関口で支えてきました。

　戦争の苦難を乗り越え、貿易の発展とともに歩み続けた税関は、この後さらに飛躍

へと進んでいきます。

関税に申告納税制度を
導入

日本産業の成長と並行して
貿易量も年々増加し、迅速
通関を確保するため、申告
納税方式（納税義務者が税
額を計算する方法）が導入
されました。
※以前は賦課課税方式
   （税関が税額を決定する方式）

輸入事後調査制度を
導入

輸入貨物の通関後におけ
る税関による税務調査で
あり、輸入者の事業所等
を個別に訪問する等して、
輸入貨物に係る納税申告
が適正に行われているの
かを確認する制度です。申
告納税制度の下で適正な
課税を確保することを目
的として導入されました。

1967

通関業法施行

税関貨物取扱人法の近代化や申告
納税方式への対応等のため、通関
業法が施行されました。通関士の制
度が開始され、この年に第1回目の
通関士試験が行われました。

日本が関税と貿易に関する
一般協定（GATT）加入
1929年からの世界恐慌以降、各国
は、自国と植民地との間だけで貿易
を行い、第三国との貿易では高関税
を課すことで、自国領域の経済を保
護するようになり（ブロック経済） 、
こうした保護主義的貿易政策が第
二次世界大戦の一因となりました。
GATTは、保護主義的貿易政策の
教訓を生かし、世界的な自由貿易
の推進を図るために1948年に発
足した国際協定です。

監所勤務から船内検査やパトロール中心の
機動的な密輸取締に移行

関税暫定
措置法
施行

沖縄返還、
沖縄地区税関設置

特恵関税制度の
導入

新東京国際空港
（成田国際空港）開港

［ 押収量 ］

麻薬探知犬について

麻薬探知犬は、人間の数万倍と言われる素晴らしい嗅覚

をもっています。その素晴らしい能力を活用して輸出入貨

物、郵便物、海外旅行者の荷物の中に紛れた麻薬の匂い

を見つけ出すことができます。麻薬の匂いを嗅ぎつけると

お座りして、ハンドラー（税関職員）に知らせます。

【 導入の経緯 】
1979年にアメリカ税関の協力を得て、増大する麻薬類の密輸入を
防止する目的で導入したのが始まりです。現在は、全国の税関に約

130頭が配備し、不正薬物等の摘発に貢献しています。

「税」と「関」 ＝  二つの顔を持つ機関

名古屋税関が独立する
直前の支署職員

昭和初期に密輸されたアヘン

税関タグボート「梅丸」船上の
税関職員
（大正８年・神戸税関）

職務質問
1952年（昭和27年）

通関窓口の様子
1952年（昭和27年）

安全・安心な社会の実現

適正かつ公平な
関税等の賦課徴収

貿易円滑化の推進

旅具検査／羽田空港　1963年（昭和38年）

コンテナ貨物から
拳銃301丁を発見
1984年（昭和59年）

1953年、長崎税関設置

1953年、東京税関設置

人流・物流の増加とともに、密輸手口も多様化・巧妙化し、効果的で
厳格な検査を行うため、機器の導入が必要でした。この時代から麻
薬探知犬、監視艇、Ｘ線検査装置が取締りの現場で活躍しています。

戦後の復興期を経た日本が、国際社会へ復帰すること
となりました。貿易の自由化（関税や規制等が削減・撤
廃）を推進するGATTへの加入により輸出入量が増加
し、貿易立国へと歩み出しました。

■貿易額の推移
●1955年 → 16,135億円　●1960年 → 30,764億円
●1965年 → 59,835億円


